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里
ｊ
鱗
。

調
査
は
昨
年
８
月
、
㈱
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

（
福
岡
市
）
に
委
託
し
て
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ

職
員
の
９
割
以
上
に
当
た
る

４
０
１
０
人
（
正
職
員
３
０

９
０
人
、
正
職
員
以
外
９
２

０
人
）
が
回
答
し
た
。

正
職
員
へ
の
質
問
は
①
経

営
理
念
・
方
針
②
事
業
戦

略
・
内
容
③
上
司
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
④
人
事
評
価
⑤
仕
事

内
容
⑥
自
己
成
長
⑦
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⑧
組
織
風
土

⑨
職
場
環
境
⑩
労
働
条
件

ｌ
の
皿
項
目
。
そ
れ
ぞ
れ

５
問
ず
つ
で
、
満
足
度
と
重

要
度
を
５
段
階
で
質
間
し

【
宮
崎
】
Ｊ
Ａ
宮
崎
中
央
会
と
県
内
Ｊ
Ａ
は
、
魅
力
あ
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り
を
通
じ
て
、

組
合
員
ら
の
満
足
度
を
向
上
す
る
た
め
、
組
織
診
断
を
し
た
。
普
段
は
目
に
見
え
な

い
職
員
の
気
持
ち
や
職
場
風
土
を
「
見
え
る
化
（
数
値
化
）
」
す
る
狙
い
。
組
織
診

断
の
結
果
は
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
ら
に
報
告
し
、
課
題
を
共
有
。
各
Ｊ
Ａ
で
個
別
報
告
会

を
開
い
て
い
る
。

職
員
意
識
「
見
え
る
化
」

宮
崎
全
Ｊ
Ａ
で
組
織
診
断

組
合
員
満
足
度
向
上
へ

た
。
３
が
普
通
で
、
１
は
最

も
低
く
、
５
が
最
も
高
い
。

自
由
記
述
が
で
き
、
個
人
名

は
一
切
非
公
開
と
し
た
。

全
Ｊ
Ａ
で
の
傾
向
は
「
上

司
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
（
３
．

”
）
と
「
仕
事
内
容
」
（
３
．

Ⅲ
）
で
相
対
的
に
満
足
度
が

高
く
、
上
司
と
部
下
と
の
．

【
宮
城
・
み
や
き
登
米
】
Ｊ

Ａ
み
や
き
登
米
は
、
金
融
・

共
済
６
営
農
の
部
門
を
超
え

支
店
活
動
を
強
化

・
地
域
の
元
気
生
む
源
に

て
支
店
全
職
員
が
一
丸
と
な

っ
て
理
想
の
支
店
を
目
指
す

支
店
力
強
化
に
、
今
年
度
は

新
た
に
３
支
店
を
加
え
、
６

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る

程
度
円
滑
に
行
わ
れ
、
ま
た

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
｜
方
、
重
要
度
は

高
い
と
認
識
す
る
が
、
満
足

度
が
低
い
重
点
改
善
課
題
は

「
事
業
戦
略
」
（
重
要
度
３
．

ｍ
、
満
足
度
２
．
胡
）
「
人
事

評
価
」
（
同
３
．
腿
、
２
・
的
）

「
職
場
環
境
」
（
同
３
．
砲
、

３
．
冊
当
経
営
理
念
・
方
針
」

（
同
３
．
師
、
３
・
他
）
に

関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

自
由
記
述
で
は
「
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
」
「
組
合

員
か
ら
の
感
謝
に
喜
び
を
感

じ
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る

半
面
、
「
経
営
理
念
を
浸
透

さ
せ
る
べ
き
」
「
時
代
変
化

に
応
じ
た
戦
略
が
必
要
」
な

ど
の
課
題
提
起
が
あ
っ
た
。

改
善
に
向
け
て
は
、
各
Ｊ

Ａ
で
改
善
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
改
善
計
画
（
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
策
定
す

る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｄ
ｃ
Ａ
（
計

店
、
東
和
支
店
の
２
支
店
で

取
り
組
み
を
開
始
。
旧
年
度

は
豊
里
支
店
、
石
越
支
店
、

南
方
支
店
を
加
え
て
６
支
店

ＪＡ
みやぎ登米

画
・
実
行
・
点
検
・
改
善
）

サ
イ
ク
ル
に
よ
る
改
善
の
曰

常
化
を
目
指
す
。
Ｊ
Ａ
間
で

共
通
度
の
高
い
人
事
や
事
業

戦
略
な
ど
は
、
県
域
で
の
整

理
・
改
善
事
項
と
位
置
付
け

る
。
｜
部
Ｊ
Ａ
は
先
行
し
て

改
善
検
討
会
を
実
施
。
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
５
月
に
Ｊ

Ａ
実
務
担
当
者
を
集
め
た
検

討
会
を
開
い
た
。

同
中
央
会
経
営
指
導
部
の

西
田
和
夫
部
長
は
「
結
果
を

生
か
し
た
『
目
に
見
え
る
改

善
』
に
Ｊ
Ａ
と
と
も
に
取
り

組
み
た
い
」
と
話
す
。

が
っ
だ
。
榊
原
舅
組
合
長
は

「
支
店
が
元
気
に
な
れ
ば
Ｊ

Ａ
が
、
Ｊ
Ａ
が
元
気
に
な
れ

轤
埣
回
鐸
騨
鋸

改軍ニュヌ

反ＴＰＰのＣＭ放映

歴海豊倉菫尖玉菫菫
携協定（ＴＰＰ）の危険性を

訴える新たなテレビコマーシ
ャル（ＣＭ）の放映を始め

た。関税撤廃や規制緩和で曰

本の食や医療、雇用などが脅

かされる恐れがあると伝え

る。ＣＭは30秒。氏上親と倉E事

をする子どもや病院内、田園

風景などの映像を贄；震に「い

つでも安心できる食べもの

を」「いざという時、頼りに

できる医療を」と呼び掛け

る。最後に「みらいをまも

れ」の文字と共に「ＪＡグル

ープ北海道はＴＰＰ交渉参加

に反対します」と訴える。

移動店舗で防犯訓練

匪支畠念震笙鴇
－１－－毎面-ユ四G℃」■B麦－－ＤＰ仔令豆ユーノミ

ば
地
域
が
元
気
に
な
る
。
組

合
員
や
利
用
者
は
も
ち
ろ

ん
、
職
員
に
も
愛
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

農
林
中
央
金
庫
は
２
０
１
３
年
血
目
に

創
立
帥
周
年
を
迎
え
る
の
に
合
わ
せ
、
記

念
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
Ⅱ
図
Ⅱ
を
作
成
し
た
。

肥
年
の
１
０
０
周
年
を
見
据
え
た
デ
ザ
イ

90周年祝い
ロゴマーク

90ｍ岩手県花巻市で）
annIversaryい

る
成
果
が
出
た
こ
と
で
、

今
後
も
活
動
を
継
続
す
る
。

今
年
は
、
同
町
内
の
教
育

機
関
や
施
設
に
「
ベ
ニ
ア
ズ

マ
」
の
苗
１
７
０
０
本
を
配

布
。
型
曰
に
は
同
町
の
東
和

小
学
校
へ
贈
り
、
同
支
部
の

小
田
島
邦
子
支
部
長
が
６
年

生
の
生
環
境
美
化
委
員
長
の

鎌
田
優
君
に
手
渡
し
た
。
小

田
島
支
部
長
は
「
農
業
に
興

味
を
持
ち
、
食
べ
物
の
あ
り

ｍＤｈfｏｒｗａｒｄ

ン
に
し
た
の
が
特
徴
で
、

ム
ペ
ー
ジ
や
職
員
の
名
割

農
林
中
金
は
通
～
焔
岸

計
画
で
、
１
０
０
周
年
庁

と
し
て
「
農
林
水
産
業
』

ら
し
を
支
え
る
リ
ー
デ
盆

を
掲
げ
て
お
り
、
ロ
ゴ
詮

意
識
し
た
。

ロ
ゴ
の
デ
ザ
イ
ン
は
嘩

用
は
田
年
度
末
ま
で
の
こ

る
。

閏が
た
み
奉

う
れ
し
、

苗
は
回

帰
っ
て
言

種
し
た
升

－
ク
な
壷

す
る
．
〉

の
喜
び
汗

て
も
ら
爪

す
る
文
室

け
取
っ
希

だ
け
」
炉


